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去
る
7
月
3
日
（
水
）・
4
日
（
木
）
、
町
会

長
連
合
会
事
業
の
一
つ
「
管
外
視
察
研
修
会
」

を
、
厚
木
会
長
以
下
37
人
の
町
会
長
が
参
加

し
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
研
修
会
は
、地
域
環

境
や
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
発
生
す
る
様
々
な
課
題
に
対
処
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
町
会
長
の
ス
キ
ル
向
上

や
、
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
町
会
加
入
率
が
91
・
3
％
に
も
上

る
（
佐
野
市
は
82
・
0
％
、栃
木
県
平
均
64
・
7

％
）
福
島
県
会
津
若
松
市
区
長
会
を
視
察
研

修
し
、
同
会
と
次
の
４
項
目
に
お
け
る
市
を

含
め
た
活
動
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

て
き
ま
し
た
。

⑴『
町
会
加
入
促
進
』つ
い
て
、
会
津
若
松
市

区
長
会
で
は
「
宅
建
協
会
・
市
・
市
区
長
会
の

三
者
が
協
定
を
結
び
、
各
不
動
産
会
社
に
お

い
て
賃
貸
借
契
約
時
に
町
内
会
加
入
を
必
須

と
し
て
い
る
」「
転
入
届
時
に
、
窓
口
に
お
い

て
町
内
会
加
入
促
進
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い

る
」
こ
と
な
ど
。

⑵『
町
会
で
の
親
睦
事
業
や
地
域
活
性
化
』に

つ
い
て
で
は
、「
町
内
会
単
位
で
は
な
く
、
小

中
学
校
区
単
位
で
の
広
域
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
」「
地
域
で
暮
ら
す
人
を
中
心

に
、
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
取
組
を

持
続
的
に
実
践
す
る
地
域
運
営
組
織
の
設

立
、
及
び
運
営
に
対
す
る
支
援
を
進
め

て
い
る
」「
補
助
金
に
よ
る
金
銭
的
な
支

援
、
及
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
集
落

支
援
員
の
配
置
等
に
よ
る
人
的
な
支
援

を
行
っ
て
い
る
」
こ
と
な
ど
。

⑶『
自
治
会
役
員
の
な
り
手
不
足
問
題
』

に
つ
い
て
で
は
、「
同
問
題
に
つ
い
て
は

多
く
耳
に
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
対

応
は
行
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
市
及
び
区

長
会
と
連
携
し
て
町
内
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
く
て
は
と
考

え
て
い
る
」「
若
者
が
参
加
で
き
る
活
動

を
実
施
し
、
そ
の
中
で
次
の
人
材
の
掘

り
起
こ
し
を
行
う
な
ど
の
助
言
や
提
案

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
。

⑷『
空
き
家
へ
の
対
応
』に
つ
い
て
で
は
、

「
市
は
、
市
民
か
ら
情
報
提
供
・
相
談
等

が
あ
れ
ば
、
空
地
の
草
木
の
場
合
は
環

境
生
活
課
へ
、
空
き
家
の
場
合
は
危
機

管
理
課
（
空
き
家
対
策
担
当
課
）
、空
き

家
の
ご
み
に
関
す
る
場
合
は
廃
棄
物
対

策
課
へ
つ
な
ぎ
、個
別
に
対
応
を
し
て
い

る
」
こ
と
な
ど
。

　
研
修
会
後
、
厚
木
会
長
は
「
会
津
若

松
市
区
長
会
の
取
り
組
み
は
、
本
市
の

町
会
加
入
促
進
の
た
め
に
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、同
区
長
会
会
長
さ

ん
と
は『
最
も
効
果
的
な
活
動
は
、町
会

役
員
さ
ん
方
の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
に

勝
る
も
の
は
な
い
』と
の
意
見
で
一
致
し

ま
し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

会津若松市区長会との意見交換 　管外視察研修会参加者

佐野市町会長連合会管外視察研修会実施！

町
会
加
入
率
9
割
超
！

会
津
若
松
市
区
長
会
視
察
研
修
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5
月
21
日
（
火
）
、
田
沼
中
央
公
民
館

に
て
「
令
和
6
年
度
佐
野
市
町
会
長
連
合

会
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
、
1
3
9
人
の
町
会
長
が
出

席
し
、
「
令
和
5
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
」
「
令
和
6
年
度
の
事
業
計
画
と
予

算
」
「
連
合
会
役
員
の
改
選
」
に
つ
い
て

議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
上
、
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
の
、
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
厚

木
会
長
の
挨
拶
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
各
町
会
長
の
皆
さ

ん
も
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
様
々
な
影
響

を
実
感
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
4
月
の
新
聞
紙
上
で
「
2
0
5
0
年

に
、
国
内
全
世
帯
の
44
・
3
％
が
一
人
暮

ら
し
と
な
り
、
う
ち
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
の
割
合
が
46
・
5
％
と
半
数
近
く
を

占
め
、
平
均
世
帯
人
員
も
1
・
92
人
と
２

人
を
割
り
込
む
こ
と
。
さ
ら
に
、
栃
木
県

内
で
は
、
若
年
女
性
人
口
の
減
少
に
よ
り

県
内
25
市
町
の
う
ち
減
少
率
が
高
い
8
市

町
が
『
消
滅
可
能
性
自
治
体
』
」
と
し
て

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
佐
野
市
は
14
番
目
で
あ
り
、
足
利
市
11

番
目
・
栃
木
市
13
番
目
と
、
両
毛
3
市
は

消
滅
可
能
性
が
あ
る
自
治
体
に
近
い
状
態

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
原
因
の
一
つ
は
、
若
い
人
の
流
出
で
す
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
東
京
と
い
う
大
都
市
へ

の
流
出
で
す
。

　
改
め
て
佐
野
市
の
状
況
を
見
る
と
、
昨
年

4
月
の
人
口
11
万
4
6
9
5
人
・
世
帯
数
5

万
2
7
0
1
世
帯
・
1
世
帯
当
た
り
2
・
18

人
が
、
今
年
4
月
で
は
、
人
口
11
万

3
4
9
8
人
・
世
帯
数
5
万
2
8
8
7
世

帯
・
1
世
帯
当
た
り
2
・
15
人
と
な
り
、
1

年
間
で
約
1
2
0
0
人
、
1
世
帯
当
た
り

0
・
03
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
佐
野
市
は
、
人
口
が
減
少
す
る
中
で
世
帯

数
は
増
え
て
お
り
、
核
家
族
化
の
進
捗
に
よ

る
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
急
増
し
て
い
る
状

況
と
言
え
ま
す
。
こ
の
人
口
減
少
・
高
齢
者

世
帯
の
増
加
は
、
空
き
家
問
題
や
町
会
の
運

営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が
多
く
な
り
、
空

き
家
が
増
加
し
、
回
覧
が
回
り
に
く
く
な

り
、
町
会
役
員
の
仕
事
が
増
え
、
役
員
の
成

り
手
が
い
な
く
な
る
。
町
会
加
入
者
が
減
少

し
、
運
営
資
金
が
不
足
す
る
等
、
負
の
ス
パ

イ
ラ
ル
に
突
入
し
て
し
ま
い
ま
す
。
自
治
体

の
消
滅
よ
り
先
に
、
町
会
組
織
が
崩
壊
し
か

ね
ま
せ
ん
。

　
連
合
会
の
行
っ
た
町
会
長
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
近
い
う
ち
に
町
会
の
運
営
が
難
し
く
な

り
、
出
来
れ
ば
合
併
し
た
い
」
と
考
え
て
い

る
町
会
が
、
全
1
6
7
町
会
の
う
ち
約
4
割

の
60
町
会
以
上
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
連
合
会
で
は
「
地
域
づ
く
り

◇
行
政
と
町
会
に
つ
い
て

　
行
政
と
町
会
と
の
協
働
体
制
が
と
れ
る
よ

う
に
各
行
政
機
関
及
び
地
域
担
当
職
員
※

と
と
も
に
、
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

※
地
域
担
当
職
員
と
は
、
市
民
と
行
政
と

の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
地
域
担
当
し
て
配
置
さ
れ
た

市
職
員
を
い
い
ま
す
。

検
討
部
会
」
に
て
5
年
に
わ
た
り
『
町
会
の

統
廃
合
』
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

町
会
統
廃
合
に
は
難
し
い
課
題
が
続
出
し
、

統
廃
合
を
住
民
に
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
も

ら
え
る
か
、
莫
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
と

の
結
論
に
な
り
ま
し
た
。

　
連
合
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

皆
様
の
町
会
の
問
題
点
を
一
緒
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、住
み
良
い

町
会
に
す
る
た
め
に
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

◇
会
報
誌
の
作
成

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
町
会
に
関
す
る
情

報
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
連
合
会
会

報
編
集
部
会
で
会
報
誌
「
町
会
長
連
合

会
だ
よ
り
『
か
ら
さ
わ
』
」
を
作
成

し
、
年
２
回
発
行
い
た
し
ま
す
。

◇
町
会
課
題
の
解
決

　
連
合
会
地
域
づ
く
り
検
討
部
会
に
お
い

て
、
町
会
課
題
の
調
査
研
究
、
及
び
解

決
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
そ
の
他

・
全
市
一
斉
清
掃

・
町
会
長
、
町
会
役
員
を
対
象
と
し
た

講
演
会

・
町
会
長
、
町
会
役
員
永
年
表
彰

・
福
祉
、
教
育
、
文
化
団
体
の
会
議
へ

の
参
画

・
栃
木
県
自
治
連
合
会
事
業
へ
の
参
画

等
・
市
が
主
催
す
る
各
種
事
業
へ
の
協
力

○
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
守
る
活
動

　
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
自
主
防
災
組

織
、
防
犯
灯
の
維
持
管
理
、
交
通
安
全

活
動
な
ど

○
地
域
情
報
活
動

　
回
覧
板
や
広
報
の
配
布
に
よ
る
地
域
の

情
報
伝
達
な
ど

○
地
域
福
祉
活
動

　
子
ど
も
や
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
な
ど

　町会長連合会総会

令
和
6
年
度
連
合
会

総
会
開
か
れ
る
！

町
会
は
地
域
に
お
い
て
様
々
な

活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
！

町
会
長
連
合
会

令
和
6
年
度
の
主
な
事
業
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令
和
6
年
度
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
総

会
に
て
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
連
合
会

副
会
長
に
、
宮
本
町
町
会
長
の
八
下
田
謙

次
様
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
会
副
会
長

　
　
　（
宮
本
町
町
会
長
）　八

下
田

　謙
次

　
本
年
度
町
会
長
連
合
会

副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
、宮
本
町
町
会
長
の
八

下
田
謙
次
と
申
し
ま
す
。

　
町
会
長
に
就
任
と
同
時
に
町
会
長
連
合

会
の
副
会
長
就
任
と
、
重
責
を
担
い
責
任

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
地
元
町
会
で
は

会
計
、
副
会
長
を
４
年
程
経
験
し
町
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　
住
み
良
い
町
づ
く
り
の
為
に
貢
献
で
き
る

よ
う
微
力
な
が
ら
努
力
い
た
し
ま
す
。
ご
支

援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
6
月
29
日
（
土
）、「
令
和
６
年
度
新
合
地

区
土
砂
災
害
防
災
訓
練
」
が
、
新
合
総
合
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
開
催
の
経
緯

　
近
年
、
地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
り
、
全
国

各
地
で
土
砂
災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

も
、
地
震
や
局
所
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
土
砂

災
害
の
危
険
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
新
合
地
区

は
、
彦
間
川
、
閑
馬
川
、
梅
園
川
沿
い
に
開

け
た
中
山
間
地
域
で
、
多
く
の
土
砂
災
害
警

戒
区
域
を
抱
え
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
住
民
参
加
に
よ
る
実

践
的
な
訓
練
を
通
し
、
防
災
意
識
を
高
め
、

土
砂
災
害
発
生
時
の
被
害
軽
減
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

○
避
難
訓
練
及
び
防
災
講
習

　
当
日
は
、「
佐
野
市
に
局
地
的
大
雨
が
発

生
し
『
大
雨
警
報
』
が
発
表
さ
れ
、続
け
て
、

新
合
地
区
に
『
土
砂
災
害
警
戒
情
報
』
が
発

表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
土
砂
災
害
発
生
の
危

険
が
高
ま
っ
て
い
る
新
合
地
区
6
町
会
に

対
し
て
、『
警
戒
レ
ベ
ル
3
高
齢
者
等
避
難
』

が
発
令
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
大
規
模
な
災
害

発
生
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
同
地
区
に
対
し

て
『
警
戒
レ
ベ
ル
4
避
難
指
示
』
が
発
令
さ

れ
た
。
ま
た
、
大
雨
に
よ
り
大
規
模
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
て
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
孤
立

集
落
が
発
生
し
た
」
と
い
う
想
定
で
、
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
防
災
無
線
や
消
防
団
等
の
広
報
車
に
よ

る
避
難
呼
び
か
け
で
、
避
難
所
の
新
合
総

合
セ
ン
タ
ー
に
約
1
5
0
名
を
超
え
る
地

域
住
民
が
参
加
、
避
難
し
ま
し
た
。
合
わ
せ

て
、
地
域
内
に
あ
る
要
配
慮
者
施
設
の
避
難

訓
練
も
実
施

さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
避
難
情
報

の
伝
達
や
避

難
経
路
の
確

認
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
避
難
訓
練

後
は
、
市
危

機
管
理
課
職
員
に
よ
る
防
災
講
話
が
行
わ

れ
「
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
危
険
地
域
を
確
認
し
、
雨
が
降

り
出
し
た
ら
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
防
災
無

線
等
で
防
災
情
報
を
集
め
、
避
難
情
報
が

発
令
さ
れ
た
ら
迷
わ
ず
避
難
す
る
」
こ
と
が

重
要
と
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
話
後
に
は
、
A
E
D
講
習
、
土
の
う
作

成
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
等
が
行
わ
れ
、
災

害
発
生
時
の
対
応
策
を
学
び
ま
し
た
。

土
砂
災
害
防
災
訓
練
を
終
え
て

　
　
　
　閑
馬
上
町
会

　須
藤
町
会
長
談

　「
新
合
地
区
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が

多
く
存
在
す
る
地
域
で
あ
り
、
近
年
全
国

各
地
で
発
生
し
て
い
る
大
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
に
、
我
が
事
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
訓
練
で
、
避

難
経
路
確
認
・
避
難
所
設
営
・
A
E
D
操
作

な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
大

変
良
か
っ
た
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
万
一
の
災
害
に
備
え
、
今

回
の
訓
練
が
地
域
住
民
の
防
災
意
識
高
揚

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
令
和
６
年
度
栃
木
県
自
治
会
連
合
会

総
会
に
て
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

『
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
副
会
長
』

に
、
厚
木
健
志
佐
野
市
町
会
長
連
合
会

会
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
自
連
副
会
長
の
任
期
は
、
令
和
6

年
度
・
7
年
度
の
2
年
間
で
す
。

AED操作訓練

避難訓練

避難訓練結果報告

連
合
会
新
副
会
長
紹
介

厚
木
会
長
が
県
自
治
会
連
合
会

副
会
長
に
就
任

新
合
地
区
土
砂
災
害
防
災
訓
練
実
施
！

（
山
形
、
梅
園
、
閑
馬
下
、
閑
馬
上
、
下
彦
間
下
、
下
彦
間
上 

町
会
）
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今
回
の
会
報
で
は
、特
に
、近
年
の
気
象
状

況
の
変
容
に
よ
る
局
地
的
大
雨
や
各
地
で
頻

繁
に
起
こ
る
地
震
に
よ
る
災
害
を
念
頭
に
、市

が
主
催
す
る「
防
災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
ま
し

た
の
で
、そ
の
内
容
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
方
々
に
は
ご
一
読
い
た
だ
き
、「
対

岸
の
火
事
」
と
せ
ず
、「
命
を
守
り
地
域
を
守

る
」
防
災
意
識
高
揚
の
一
助
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　（
須
藤
記
）

発
　
行
　
者
　
　
佐
野
市
町
会
長
連
合
会

　
〒
3
2
7‐8
5
0
1

　
栃
木
県
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

　
佐
野
市
役
所
５
階

　
☎
0
2
8
3‐85‐７
３
２
８

発
行
責
任
者
　
　
厚
木
　
健
志

編
集
部
会
長
　
　
須
藤
　
信
夫

編
集
部
会
員
　
　
片
柳
　
孝
夫
　
　
茂
呂
　
正
文

　
　
　
　
　
　
　
松
島
　
俊
夫
　
　
篠
原
　
偉
治

　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
僚
二
　
　
八
下
田
謙
次

　
　
　
　
　
　
　
簑
和
田
　
勉
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
齋
藤
　
武
男
　
　
久
村
　
純
二
　

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
市
内
全
域
１
６
７
町
会
で

　
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
北
西
部
の

中
山
間
地
域
に
位

置
す
る
梅
園
町
会

で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
維
持
等
を

目
的
と
す
る
「
菜

の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
耕
作
放
棄
地
増

加
に
よ
る
景
観
悪
化
や
鳥
獣
被
害
の
増
加

を
抑
制
す
る
た
め
、
生
命
力
の
強
い
『
菜

の
花
』
を
栽
培
す
る
こ
と
で
、
「
草
刈
り

の
労
力
削
減
」
「
猪
や
鹿
等
の
住
処
化
を

防
止
し
て
農
作
物
の
被
害
抑
制
」
「
ご
み

の
不
法
投
棄
の
防
止
」
に
繋
が
る
も
の
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
で
6
年
目
を
迎
え
た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
今
で
は
同
町
会
の
4
割
の
方
が
参
加

す
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
て
、春
に
咲
き
誇

っ
た
菜
の
花
の
種
を
夏
前
に
採
取
し
、
秋
に

種
を
蒔
く
作
業
を

皆
で
行
い
ま
す
。

　
作
付
面
積
も
約

4
h
a
に
増
加
し
、

今
年
は
「
あ
そ
の

学
園
義
務
教
育
学

校
」
の
生
徒
も
種

取
に
参
加
す
る
な

ど
、町
会
を
超
え
た
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
岩
上
敏
雄
さ
ん

は
「
耕
作
放
棄
地
対
策
と
し
て
始
ま
っ
た

『
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
、
今
で
は
３
月

下
旬
か
ら
４
月
上
旬
頃
ま
で
菜
の
花
の
絨

毯
が
広
が
り
、
大
切
な
故
郷
を
守
る
一
助
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
人
手
が
不
足

し
て
い
る
の
で
、
地
域
外
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
」
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
手
応
え
と
課
題

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
域
づ
く
り
検
討
部
会
は
、
町
会
課
題

の
調
査
研
究
及
び
解
決
策
の
検
討
を
す
る

た
め
、
平
成
26
年
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
部
会
で
は
、
平
成
29
年
に
全
町
会
を
対

象
に
「
町
会
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
」

を
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
今
後
の
課
題
を

「
町
会
の
統
合
・
再
編
」
と
し
、
検
討
を

始
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
部
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

継
続
し
て
「
町
会
の
統
合
・
再
編
」
に
つ
い

て
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
活
動
を
本
格
的
に
再
開
し
た
令
和
４
年

度
は
、
引
き
続
き
「
町
会
の
統
合
・
再
編
」

に
取
り
組
み
、
町
会
の
合
併
を
支
援
す
る

た
め
、
合
併
後
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間
、

町
会
運
営
交
付
金
を
減
額
す
る
こ
と
な
く

　
令
和
6
年
1
月
1
日
に
発
生
し
た
、
最

大
震
度
７
を
観
測
し
た
「
令
和
6
年
能
登

半
島
地
震
」で
は
、地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
、

津
波
、
土
砂
災
害
、
火
災
な
ど
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め

連
合
会
で
は
、
被
災
地
支
援
の
た
め
「
能

登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
募
金
」
に
つ
い

て
、
全
町
会
（
1
6
7
町
会
）
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
募
金
総
額

7
9
2
万
1
4
1
1

円
も
の
浄
財
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
寄
せ
ら
れ
た
義
援

金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
本
赤
十
字
社

栃
木
県
支
部
を
通
じ

て
被
災
地
に
送
金
さ

維
持
す
れ
ば
、
町
会
運
営
を
支
障
な
く
行

う
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
に
基
づ
き
部
会
か
ら
提
言
を
受

け
た
市
で
は
、
令
和
5
年
度
に
、
役
員
の
な

り
手
不
足
や
限
界
集
落
の
解
消
を
目
指
し
、

「
統
合
・
再
編
」
を
す
る
町
会
を
支
援
す
る

た
め
『
統
合
・
再
編
後
に
減
額
と
な
る
町
会

運
営
交
付
金
を
３
年
間
維
持
す
る
』
特
例
措

置
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　「
統
合
・
再
編
」
を
考
え
て
い
る
町
会
は
、

ぜ
ひ
市
民
生
活
課
（
℡
20
ー
3
0
1
4
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
３
月
11
日
に
、
町
会
長
連
合
会

役
員
が
日
本
赤
十
字
社
栃
木
県
支
部
佐
野

市
地
区
長
で
あ
る
金
子
裕
佐
野
市
長
に
面

会
し
、
今
回
の
義
援
金
募
金
の
取
組
に
つ

い
て
の
活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
取
り
ま
と
め
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
町
会

長
様
、
並
び
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
対

し
、
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、
書

面
に
て
ご
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
佐
野
市
町
会
長
連
合
会会

長
　
厚
木
健
志
　

一面の菜の花

採取した種の配布

梅
園
町

 

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

地
域
づ
く
り
検
討
部
会
報
告

    (

町
会
の
統
合
・
再
編)

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

募
金
の
結
果
報
告
と
お
礼

編
集
後
記
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